
摩
擦
試
験
（JIS

 L 0
8

4
9

）

　

摩
擦
試
験
と
は
、
染
色
し
た
繊
維
製

品
が
着
用
中
の
摩
擦
に
よ
り
、
他
の
衣

料
品
や
バ
ッ
ク
等
に
移
染
す
る
恐
れ
が

な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
に
行
う

試
験
で
す
。

摩
擦
試
験
機
を
用
い
て
規
定
の
方
法
に

基
づ
い
て
、
試
験
片
と
摩
擦
用
白
綿
布

と
を
互
い
に
摩
擦
し
、
摩
擦
用
白
綿
布

の
着
色
の
程
度
を
汚
染
用
グ
レ
ー
ス

ケ
ー
ル
と
比
較
し
判
定
し
ま
す
。

〈
試
験
方
法
〉

　

試
験
方
法
は
、
摩
擦
試

験
機
Ⅰ
型
（
ク
ロ
ッ
ク
メ
ー

タ
ー
）
と
、
摩
擦
試
験
機

Ⅱ
型
（
学
振
方
）
が
あ
り

ま
す
。

　

摩
擦
試
験
機
Ⅰ
型
は
、

試
験
片
を
試
験
台
の
耐
水

研
磨
紙
上
に
、
摩
擦
用
白

綿
布
を
摩
擦
子
の
先
端
に
そ
れ
ぞ
れ
取

り
付
け
、
９
Ｎ
（
約
９
０
０
ｇ
）
の
荷

重
で
、
試
験
片
10
セ
ン
チ
の
間
を
10
秒

間
に
平
均
的
に
10
回
往
復
摩
擦
し
ま

す
。

　

摩
擦
試
験
機
Ⅱ
型
は
、
試
験
片
を
試

験
片
台
の
上
に
取
り
付
け
、
摩
擦
用
綿

布
を
摩
擦
子
の
先
端
に
そ
れ
ぞ
れ
取
り

付
け
、
２
Ｎ
（
約
２
０
０
ｇ
）
の
荷
重

で
試
験
片
の
中
央
部
10
セ
ン
チ
の
間
を

毎
分
30
回
往
復
の
速
度
で
１
０
０
回
往

復
摩
擦
し
ま
す
。

　

試
験
片
は
、
た
て
及
び
よ
こ
方
向
に

各
々
２
枚
ず
つ
と
り
、
乾
燥
試
験
と
湿

潤
試
験
（
白
綿
布
を
水
で
ぬ
ら
し
１
０
０

％
の
湿
潤
状
態
に
す
る
）が
あ
り
ま
す
。

　

判
定
は
汚
染
用
グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
を

用
い
、
視
感
法
に
よ
り
１
級
か
ら
５
級

ま
で
判
定
し
ま
す
。

汗
試
験
（JIS

 L 0
8

4
8

）

　

汗
試
験
と
は
、
染
色
し
た
繊
維
製
品

が
汗
で
濡
れ
た
状
態
で
長
時
間
着
用
し

た
場
合
に
、
他
の
衣
料
品
等
に
汚
染
す

る
恐
れ
が
な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た

め
に
行
う
試
験
で
す
。

〈
試
験
方
法
〉

　

試
験
方
法
は
、
採
取
し
た
試
験
片
に

綿
と
絹
（
ま
た
は
ナ
イ
ロ
ン
）
の
白
布

を
縫
い
付
け
た
も
の
を
、
酸
性
人
工
汗

液
ま
た
は
ア
ル
カ
リ
性
人
工
汗
液
に
、

浴
比
50
対
１
で
常
温
に
て
30
分
間
浸
漬

さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
余
分
な
試
験
液

を
し
ご
き
と
り
汗
試
験
機
に
取
り
付
け

ま
す
。
こ
れ
に
約12.5kPa

（
約
50
Ｎ
）

の
荷
重
を
加
え
、
37
℃
±
２
℃
の
乾
燥

機
中
に
４
時
間
保
持
し
、
そ
の
後
乾
燥

さ
せ
ま
す
。

　

判
定
は
変
退
色
用
グ
レ
ー
ス
ケ
ー

ル
、汚
染
用
グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
を
用
い
、

試
験
片
を
乾
燥
さ
せ
た
後
に
試
験
片
の

変
退
色
、
白
布
の
汚
染
を
視
感
法
に
よ

り
１
級
か
ら
５
級
ま
で
判
定
し
ま
す
。
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繊維の
いろは

物
性
試
験

JIS
 L 0

8
4

9

　

JIS
 L 0

8
4

8

摩擦堅牢度試験

汗堅牢度試験
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